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私がしゃべりづらいと感じたのは、小学校低学年のころです。

一文字目をくり返してしまったり、出したい言葉がでなかったりする時が

あります。苦手な行もあるようです。くり返して言ってしまう事を「連発」

一文字目を引き伸ばしてしまう事を「伸発」一文字目が出ずらい事を「難発」

といい、これは吃音症の症状です。

私は吃音症という障がいがあるのです。吃音症は百人に一人はいる障がい

で、男性の方が多くいると言われており、幼児期にあっても自然に良くなる

人もいるし、大人になっても治らない人がいるそうです。私も小学五年生の

時、言語聴覚士に相談をし、吃音症だと言われました。「この年れいだと訓練

しても吃音は残るでしょう。上手につきあって行きましょう」と言われ、こ

れは治らないんだ…と悲しい思いをしました。でも吃音症のお医者さんが書

いた本を読み、「上手につきあっていくしかない」と思えるようになりました。

それは、家族の理解や支えがあったからだと思います。お母さんは病院に一

緒に行ってくれて、うまく説明できない私についていてくれました。祖母も、

いつも「大丈夫」と私の味方になってくれます。姉とはいつもはケンカばか

りしていますが、吃音症の事で嫌な事があった時、自分の事の様に怒ってく

れて、はげましてくれます。

小学三年生の時、同じクラスの子に吃音を「何でそうなるの？」「変なの」

と言われた事があります。私は自分でもなぜどもってしまうのかわからず、

何も言えませんでした。他にも違う学年の子からも言われたり、吃音を知ら

ない先生にも傷つけられたりした事があります。小学校では、保育園の時か

ら仲良しだった友達が、私のどもりを気にせず、一緒に遊んでくれて、から

かわれた時は注意もしてくれて、とても嬉しかった事を覚えています。今で

もその友達の事は大好きだし、一生大切にしたいと思える人です。

私は吃音を自覚した事で、少し性格が変わったかなと思います。からかわ

れると、むきになって怒る、伝えたくても上手に伝えられなくてイライラす

る、ストレスもたまる。学業では発言をしたいけど、吃音で陰口を言われる

んじゃないか？とか心配になります。

今、不安な事は高校入試です。姉が今年高校に入学しました。高校入試で
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は面接があったそうです。緊張していつもより吃音がひどくなったらどうし

ようと不安なのです。

中学に入学する前もとても不安でした。他の小学校から来た子に変に思わ

れるんじゃないか、新しい友達はつくれるのか不安でした。

母もひどく心配していました。中学校に出す書類全部に私が吃音症である

事、理解をして欲しい事を書いていました。私も母も、吃音症が原因でいじ

わるをされないか不安だったのです。

でも中学に入学して、６年生の時から良く一緒に遊ぶとても明るい友人と

同じクラスになれました。保育園からの付きあいの幼なじみもいました。少

し勇気を出して、中学の自己紹介では、自分が「吃音症である」という事を

クラスのみんなに伝えようと思っていました。でも結果は、勇気が出ません

でした。クラスメイトに自分が吃音症である事がはずかしく、言えなかった

のです。

私の姉はおしゃべりで、うるさくて、明るくて、そして優しい人です。普

段はむかつく事ばかり言ってきて私をイライラさせますが、姉が教えてくれ

た事があります。高校に入学して、何日かたった時、学校の先生の紹介を体

育館でやったそうです。そこに吃音症の先生が居た。と言っていました。姉

は私が吃音があり、どんな症状かわかっているので、その先生のしゃべり方

を見て「武蔵と一緒だ、吃音症なんだな」と、普通に感じたそうです。でも

姉の周りに居た生徒たちは、どもっている先生に対し、クスクス笑ったり、

「何？バグ？」とか言ってた人も居たそうです。それに対して姉は悲しかっ

たそうです。「もっとみんなに理解されてほしい。無知ってはずかしいね。」

吃音症は百人に一人いると言われていますが、家族や友達に居なければ、

どんな障がいなのか理解してくれる人は少ないですよね。まず吃音の認知度

が低いのだと思います。私は四月の自己紹介で勇気を出せれば良かったなと

今は後悔しています。吃音症である私がみんなにわかる様に説明していたら、

クラスの三十五人の中の一人でも吃音の事を調べてくれて理解してくれる人

がいたら、私じゃない吃音症の人に出会ったら、その人に優しくしてくれる

かもしれない。優しさは周って、生きやすくなるかも知れない。

私の来年の目標は自己紹介でクラスメイトに「吃音症だ」と伝える事です。

吃音症とうまく付き合っていくのです。自分が暮らしやすくするために、堂

々と言いたい。来年までに勇気がたまりますように。


